
Our Mission
私たちチャブ・グループがめざすミッションについて

2016年の経営統合に基づき始動したチャブ・グループ。

その日本法人として生まれ変わったチャブ保険には、

世界を舞台に54の国と地域でビジネスを展開する仲間たちとの間に遵守すべき使命 Our Mission が定められています。

これはチャブ・グループ全員が達成すべき命題であり、

私たちの思考および行動における最も根幹をなす言わば企業哲学に通じるものです。

私たちはこの Our Mission を真摯に受け止め、その達成に向け日々誠実に向き合っています。

チャブ・グループの中核に据えられた
基本的な考え方には、コーポレートシチ
ズンシップがあります。すなわち保険という
商品・サービスを提供するためにどのよう
に協力するか、互いの接し方、そしてコミュ
ニティと地球にとってより良い世界をつくる
ためにどう働くか・・・ということの中心には、
良き企業市民としての精神が不可欠です。 
シチズンシップとはつまり、責任です。チャ
ブ・グループは、その責任を「今を守り、よ
り良い未来を築く」というコアバリューと
ミッションを反映する形で実行します。

チャブ・グループは、リスクに対する安心を
提供し、人々や企業の成長および繁栄を
手助けすることでその使命を達成します。
すなわちエクセレンス、誠実、 インクルー
ジョン、機会を大切にし、それらに報いる
文化を維持することにより、また地球を
守るために取り組み、恵まれない人々や
コミュニティが生産的で健康的な生活を
手に入れ維持できるよう支援すること、
そして法の支配を促進することにより初めて
使命を果たすことができます。

18世紀フィラデルフィアのルーツから、責任
ある市民であるというコミットメントととも
にダイナミックで先を見据えたグローバル
企業になるべく成長してきました。チャブ・
グループは時間、資金面においての貢献を
含む幅広い活動を通じて、こうしたコミット
メントを果たすべく行動しています。

今を守り、より良い未来を築く

Philanthropy

Environment & Climate Change

慈善活動

環境と気候変動

チャブ慈善財団（The Chubb Charitable 
Foundation）は、世界各地のコミュニティ
を支援する有意義な活動により社会や会社、
そして当社の従業員に永続的な利益を
もたらすことができると考えています。また
私たちが暮らし働く国々において、地域の
皆様が生産的かつ健康的な生活を行える
よう慈善活動やグローバルパートナーシップ、
時間的な貢献や寄付金の提供を中心とし
た企業主催のボランティア活動を通して、
測定可能でサステナブル（持続可能）な結果を
出しつつ問題を解決できるような明確に定義
されたプロジェクトをサポートしています。

チャブ・グループは、主にチャブ慈善財団
およびチャブ法治基金（Chubb Rule of 

Law Fund）を通じて資金を供給しています。
チャブ慈善財団は実行可能な問題に取り
組み、貧困の緩和、リスクのある人々の健康
改善、良質な教育を受ける機会の提供および
環境の保護に貢献しています。チャブ・
グループは、過去 10年間に 1億ドル以上を
同財団に寄付してきました。

同財団の活動の例としては、長年にわたり
難民の定住と生産的な生活の確立を支援する
取り組みをはじめ、国際レスキュー委員会
（International Rescue Committee）を
支援してきました。同財団は中国とベトナム
での学校建設、メキシコとコロンビアでの
マイクロファイナンス（貧困層向け小規模金融
サービス）プロジェクトへの資金提供、米国

そして全世界においてTeach for America
および Teach for Allプログラムの主要
パートナーとしての役割を果たしてきました。

ダイバーシティ、エクイティ、インクルージョン
（多様性、公平性、包括性）の幅広いアジェンダ
を拡大し強化するための活動の一環として、
当社ではチャブ慈善財団を通じて不平等に
立ち向かい、社会・経済・人種的正義を促進
するためのさまざまなプログラムを支援して
います。たとえば2021年、チャブ慈善財団は
ジョージア州立大学のリスク管理・保険プロ
グラムと共同で奨学金を設立しました。この
奨学金は、さまざまな背景を持つ学生を
サポートし、彼らの保険業界におけるパイプ
ラインを拡大すべく支援を行っています。

チャブ・グループは気候変動の現実を認識し、
2050年までに炭素排出量を実質ゼロにする
という世界目標を支持しています。2023年
1月、アンダーライティングとリスクエンジ
ニアリングにおける当社の幅広い技術力を
結集し、伝統的エネルギー、代替エネルギー、
再生可能エネルギー、気候技術、農業関連
ビジネス、リスクエンジニアリングサービス
に携わるグローバル気候ビジネスユニット
であるChubb Climate+を発足しました。
Chubb Climate+は、炭素への依存度を
低減するための新技術やプロセスの開発・
導入に取り組む企業に対し、あらゆる分野の
保険商品・サービスを提供します。また、気候
変動の影響に対処するためのリスクマネジ
メントやレジリエンスサービスも提供します。

2023年3月、チャブ・グループは保険業界
では初となる石油・ガス採掘のための気候・
自然保護に焦点をあてた新しい引受基準
を発表しました。2019年には、米国で主要な
事業を展開する保険会社として初めて石炭
関連の引受と投資に関する方針を採用して
おり、2022年には、オイルサンド（粘性の高い
鉱物油分を含む砂岩）からのビチューメン
（二酸化炭素に完全に溶解する二酸化水素
混合物、アスファルトと同義語）の直接採掘
または原位置抽出・加工を伴うプロジェクト
に関するリスクの引き受けを禁止するオイル
サンド方針を発表しました。また、2016年
を基準とした科学的根拠に基づく短期的な
温室効果ガス（GHG）排出量削減目標は
2019年に達成し、GHG排出量を40％削減

するという長期目標も2021年末に達成し
ました。現在チャブ・グループは、新たに
積極的なGHG排出量目標を策定している
ところです。

チャブ慈善財団およびチャブ・グループの
従業員は、さまざまな環境慈善活動や世界
各地の地域社会でのボランティア活動を
支援しています。さらに 2022年のTCFD 
（Task Force  on Cl imate -re lated 
Financial Disclosures －気候関連財務
情報開示タスクフォース）報告書とClimate 
Change Policy（気候変動対策方針）に
おいて、世界のネットゼロ移行を支援する
ための取り組みと進捗状況をレポート
しました。
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Chubb Rule of Law Fund

Diversity, Equity & Inclusion

チャブ法治基金

ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン

チャブは、ダイナミックかつ刻々と変化する
グローバルな環境で事業を展開しており、
市場や顧客は文化的に多様で多岐にわた
ります。多様な顧客のニーズに応えるため
には、やりがいのある協力的な環境で
優秀な人材が協力して働く必要があります。
当社では、どのような人であろうとすべての
従業員が安心してベストを尽くせるような
雰囲気をつくり、社内での機会を確保
する責任があると認識しています。当社の
ダイバーシティ、エクイティ、インクルー
ジョン（DE&I）戦略は、チャブがバックグラ
ウンドに関係なく優秀な人材を惹きつけ
開発し定着させることができるよう設計
されています。

チャブの文化は、「自身の職務に責任を
持つ」という原則にしたがい集団責任と
個人の責任を求めています。進歩し続ける
ためにはリーダーに責任を持たせ多様な
人材を育成し昇進させ、リーダーのジェンダー
や文化的な多様性を高めインクルーシブな
採用、育成、昇進を行うことが必要です。

2020年以降チャブは採用、キャリア開発、
昇進の機会における人種的平等、黒人社員の
帰属意識の向上、オープンな双方向対話と
教育による黒人社員の経験についての知識
と理解の向上に関して具体的な行動を取る
ことを約束しています。こうした行動により、
チャブは「反人種主義企業」をめざします。

その他のDE&Iの取り組みとしては、メンター
制度やBusiness Roundtable（ビジネス
円卓会議）やRegional Inclusion Council
（地域包括協議会）などのアフィニティ
グループがあります。これらは会社全体の
ダイナミックなネットワーキングを促進する
もので、何百人もの従業員が建設的な対話に
参加することができます。さらにDE&Iの
取り組みの透明性と説明責任をさらに高める
ため2022年、チャブはEEO-1従業員統計
データの公表を開始しました。

チャブ・グループは、企業市民として法に
よる支配が市場を適切に機能させ、個人の
自由を保護するために不可欠であるとして
受け入れており自由主義的な世界秩序の
基礎・基盤として認識しています。独自の
企業イニシアチブであるチャブ法治基金を
通じて、法による秩序の維持と発展を
促進する世界中のプロジェクトを支援して
います。

当基金は2008年に設立されて以来、世界
各国で司法アクセスの改善、裁判所の
強化、汚職との戦い、そしてお客様、従業員、
仲間である市民の皆様が繁栄できる安全
かつ自由な状況の創出に焦点をあてた66 の
プロジェクトを支援してきました。

2020年に全米に広がったできごとにより、
チャブは特に黒人に対する社会における
偏見、人種差別、人種的不公平から生じる
根強い課題に重点的に取り組むことと
なりました。チャブ・グループは、不平等に
立ち向かい社会的、経済的、人種的公平を
促進するために Chubb Rule of  Law 
F u n d（チャブ法治基金）を通じて各種
プログラムを支援するなど反人種主義企業
として具体的な行動を取っています。チャブ
法治基金は、警察とコミュニティの関係を
改善し、刑事司法プロセス全体にわたる
人種的不平等を理解し削減するための
取り組みに対して 7件の助成（2 02 1年
初頭に発表された4件、合計 110万ドルを
含む）を行いました。

チャブ法治基金は、チャブ慈善財団と
チャブのパートナー法律事務所からの寄付
による資金提供を受けています。
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